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永久歯の既成冠「パーマクラウン」
12月から保険適用

第19回理事会

出典：11月14日　中医協総会資料より

治療の流れ

　

新
た
に
「
パ
ー
マ
ク
ラ
ウ
ン
」（（
株
）
モ
リ

タ
）
が
保
険
適
用
（
12
月
１
日
）
と
な
る
。
パ
ー

マ
ク
ラ
ウ
ン
は
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
製
の
既
製
冠
で
、

永
久
歯
の
臼
歯
歯
冠
部
に
被
覆
す
る
も
の
と
し
て

適
用
と
な
っ
た
。
既
に
保
険
適
用
と
な
っ
て
い
る

乳
歯
金
属
冠
と
使
用
目
的
や
製
品
概
要
や
使
用
法

等
は
、
ほ
ぼ
同
様
の
扱
い
。
障
が
い
者
や
高
齢
者

な
ど
に
対
し
て
即
日
修
復
が
可
能
と
な
る
。

　

当
該
の
材
料
を
用
い
て
、
永
久
歯
に
既
製
の
金

属
冠
に
よ
る
歯
冠
修
復
を
行
っ
た
場
合
（
告
示
予

定
）

・
歯
冠
形
成
は
１
歯
に
つ
き
生
Ｐ
Ｚ
１
２
０
点
、

失
Ｐ
Ｚ
１
１
４
点
を
算
定
す
る
。

・
既
製
の
金
属
冠
に
よ
る
歯
冠
修
復
を
行
っ
た
場

合
は
、
２
３
０
点
と
装
着
料
45
点
、
装
着
材
料
料

を
算
定
す
る
。

報
酬
改
善
に
向
け
交
渉

大
阪
市
西
部
地
区

署
名
の
推
進
で
交
流

認
知
症
と
歯
科
の
関
係
学
ぶ

消
費
税
増
税

　

安
倍
首
相
は
10
月
、
来

秋
に
消
費
税
を
10
％
に
引

き
上
げ
る
方
針
を
正
式
に

表
明
し
た
。「
全
世
代
型

社
会
保
障
」
と
財
政
健
全

化
の
両
立
を
強
調
し
、
増

税
に
よ
る
消
費
低
迷
へ
の

対
策
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
施

策
を
総
動
員
す
る
と
い

う
。
首
相
自
ら
消
費
税
増

税
に
よ
る
消
費
へ
の
悪
影

響
を
認
め
て
し
ま
っ
た
。

経
済
の
土
台
で
あ
る
消
費

と
所
得
が
落
ち
込
む
な

か
、
消
費
税
増
税
を
強
行

す
れ
ば
景
気
と
国
民
の
く

ら
し
に
致
命
的
な
打
撃
を

与
え
る
。

　

消
費
税
は
「
福
祉
の
充

実
」「
少
子
高
齢
化
に
向

け
た
財
源
の
確
保
」
の
名

目
で
１
９
８
９
年
に
３
％

で
導
入
さ
れ
た
。
そ
の

　

協
会
は
10
日
、
第
19
回
理

事
会
を
開
き
、
診
療
報
酬
改

善
対
策
や
患
者
署
名
な
ど
の

運
動
対
策
を
討
議
し
、
署
名

２
万
筆
、
会
員
参
加
率
20
％

達
成
を
目
指
す
取
り
組
み
を

経
験
交
流
し
た
。

　

診
療
報
酬
改
善
で
は
、
２

０
１
８
年
診
療
報
酬
改
定
の

問
題
点
の
改
善
の
た
め
、
保

団
連
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
と
し

て
10
月
、
11
月
と
連
続
し
て

厚
労
省
に
要
請
を
行
っ
た
こ

と
や
、
歯
科
技
工
士
問
題
で

も
厚
労
省
と
懇
談
を
実
施
し

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

ス
ト
ッ
プ
患
者
負
担
増
署

名
は
理
事
会
時
点
で
会
員
５

３
７
人
（
協
力
率
12
・
９

％
）、
８
２
８
９
筆
が
協
会

に
寄
せ
ら
れ
、
２
万
目
標
の

41
％
、
ク
イ
ズ
ハ
ガ
キ
は
５

４
８
院
所
か
ら
２
４
１
３
枚

が
届
い
て
い
る
。

　

署
名
は
理
事
で
５
千
筆
を

目
標
と
し
て
い
る
が
、「
理

事
で
ト
ッ
プ
を
目
指
す
こ
と

を
表
明
し
、
院
所
全
員
が
目

の
色
を
変
え
て
チ
ェ
サ
イ
ド

や
受
付
で
取
り
組
み
を
始
め

て
い
る
」
と
の
発
言
も
あ

り
、
目
標
を
や
り
遂
げ
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
今
年
度
の
大

阪
市
交
渉
や
大
阪
市
つ
ぶ
し

の「
都
構
想
」、
カ
ジ
ノ
問
題

な
ど
で
２
０
１
９
年
２
月
３

日
・
４
日
に
政
策
学
習
会
を

開
く
こ
と
、
19
年
10
月
に
大

阪
主
務
で
開
く
保
団
連
第
34

回
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

内
容
と
し
て
記
念
講
演
に
医

師
・
作
家
の
海
堂
尊
氏
を
招

く
こ
と
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

①
戦
争
と
医
の
倫
理
（
７
３

１
部
隊
）
②
人
権
問
題
と
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
③
医
師
の
働
き
方
、

生
き
が
い
に
つ
い
て
―
―
の

テ
ー
マ
で
開
催
す
る
こ
と
が

実
行
委
員
会
で
決
ま
っ
た
と

の
報
告
が
さ
れ
た
。

　

大
阪
市
西
部
地
区
は
10
月

28
日
、
講
習
会
「
歯
科
臨
床

で
必
要
な
認
知
症
の
知
識
」

を
保
険
医
ま
つ
り
会
場
の
マ

イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
で
開
き

歯
科
医
師
ら
50
人
が
参
加
し

た
。
講
師
は
松
本
一
生
氏

（
松
本
診
療
所
院
長
・
大
阪

市
立
大
学
大
学
院
生
活
科
学

研
究
科
客
員
教
授
）
が
務
め

ら
れ
た
。

　

講
演
で
は
、
精
神
状
態
と

口
腔
領
域
の
関
係
や
症
状
、

高
齢
期
「
う
つ
」
の
特
徴
、

認
知
症
の
種
類
に
よ
る
特
徴

な
ど
が
概
説
さ
れ
た
。

　

代
表
的
な
認
知
症
は
①
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
②
血
管
性

③
レ
ビ
ー
小
体
型
④
前
頭
側

頭
型
―
―
の
４
つ
が
挙
げ
ら

れ
る
が
症
状
に
は
重
複
が
あ

る
こ
と
な
ど
、
認
知
症
の
特

徴
が
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
、

解
説
さ
れ
た
。

　

松
本
氏
は
「
精
神
面
の
症

状
は
口
腔
領
域
に
出
現
し
や

す
い
こ
と
か
ら
、
歯
科
医
師

は
定
期
的
な
観
察
に
よ
っ
て

時
間
の
経
過
に
沿
っ
た
変
化

が
分
か
り
、
認
知
症
を
発
見

す
る
の
に
優
位
な
位
置
に
あ

る
。
歯
科
衛
生
士
と
も
連
携

し
た
口
腔
ケ
ア
を
期
待
し
た

い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

 

（
港
区
・
井
村
久
史
）

後
、
社
会
保
障

の
充
実
を
大
義

名
分
に
、
97
年

に
５
％
へ
、
14

年
に
は
８
％
へ
と
税
率
が

引
き
上
げ
ら
れ
た
。
し
か

し
、
消
費
税
導
入
以
降

も
、
保
険
料
な
ど
の
国
民

負
担
は
引
き
上
げ
ら
れ
続

け
、
社
会
保
障
給
付
は
削

減
の
一
途
を
辿
っ
て
い

る
。

　

消
費
税
導
入
以
前
、
患

者
の
窓
口
負
担
は
、
被
雇

用
者
が
１
割
、
70
歳
以
上

の
高
齢
者
が
月
８
０
０
円

の
上
限
だ
っ
た
。
今
や
被

雇
用
者
の
窓
口
負
担
は
３

割
に
、
高
齢
者
は
70
歳
か

ら
74
歳
の
前
期
高
齢
で
原

則
２
割
へ
、
75
歳
以
上
は

た
税
収
が
大
企
業
向
け
の

景
気
対
策
や
法
人
税
減

税
、
大
型
公
共
事
業
、
軍

事
費
な
ど
に
使
わ
れ
て
お

り
、
安
倍
首
相
は
、
こ
の

構
造
を
加
速
さ
せ
て
き

た
。
そ
の
一
方
で
、
安
倍

政
権
下
の
６
年
間
に
社
会

保
障
費
を
３
・
９
兆
円
も

遇
税
制
の
推
進
と
、
社
会

保
障
費
の
削
減
を
加
速
さ

せ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

消
費
税
増
税
を
10
月
に

予
定
し
て
い
る
来
年
度
以

降
も
▽
後
期
高
齢
者
の
窓

口
負
担
の
２
割
化
▽
受
診

時
定
額
負
担
の
導
入
、
薬

ら
か
だ
。
10
％
へ
の
消
費

増
税
を
強
行
す
れ
ば
、
必

ず
格
差
と
貧
困
が
拡
大
す

る
。

　

財
政
の
専
門
家
ら
で
つ

く
る
「
不
公
平
な
税
制
を

た
だ
す
会
」
は
、
▽
大
企

業
の
優
遇
税
制
の
改
善
▽

所
得
税
の
適
正
化
―
な
ど

で
38
兆
円
の
財
源
が
生
ま

れ
る
と
指
摘
す
る
。
消
費

税
に
頼
ら
な
い
社
会
保
障

拡
充
の
道
は
あ
る
。

　

政
府
が
真
に
社
会
保
障

の
持
続
と
財
政
健
全
化
を

進
め
た
い
の
で
あ
れ
ば
、

税
収
構
造
の
ゆ
が
み
を
正

し
、
無
駄
遣
い
こ
そ
削
減

す
る
べ
き
だ
。
来
年
10
月

か
ら
の
消
費
税
増
税
は
直

ち
に
撤
回
す
べ
き
だ
。

削
減
し
た
。
増
税
や
社
会

保
険
料
負
担
等
で
可
処
分

所
得
が
減
り
続
け
て
い

る
。
結
局
、「
高
齢
化
に

よ
り
増
え
続
け
る
社
会
保

障
費
の
為
」
と
の
名
目
に

よ
る
消
費
税
増
税
が
超
大

企
業
や
大
金
持
ち
へ
の
優

の
保
険
外
し
―
な
ど
、
さ

ら
な
る
公
的
医
療
の
国
民

・
患
者
負
担
増
を
推
し
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
消
費
税
は
低

所
得
者
ほ
ど
負
担
が
重
い

逆
進
的
な
税
制
の
う
え
、

消
費
不
況
を
招
く
の
は
明

原
則
１
割
へ
と
引
き
上
げ

ら
れ
て
い
る
。

　

消
費
税
に
よ
る
税
の
増

収
分
は
、
社
会
保
障
に
占

め
る
他
の
税
収
と
置
き
換

え
ら
れ
、
事
実
上
、
社
会

保
障
財
源
に
充
て
ら
れ
て

い
な
い
。
置
き
換
え
ら
れ

社
会
保
障
削
減
を
加
速
さ
せ
る

　

資
格
手
当
を
多
く
支
給
し

て
い
ま
し
た
。
過
払
い
分
を

返
還
請
求
で
き
る
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
支
払
い
に
不
足
が

あ
っ
た
場
合
は
、
次
回
の
支

給
日
で
い
い
で
す
か
。

 

（
30
代
・
男
性
）

不
当
利
益
返
還

　

給
与
が
過
払
い
に
な
っ
て

い
た
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
に
、

請
求
で
き
る
か
ど
う
か
で
す

が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
利

益
を
受
け
る
こ
と
を
「
不
当

利
益
」
と
い
い
、
民
法
で

は
、
こ
の
よ
う
な
不
当
利
益

を
受
け
た
者
に
対
し
て
返
還

す
る
義
務
を
負
う
こ
と
を
規

定
し
て
い
ま
す
。
当
然
で
す

が
、
医
院
か
ら
請
求
が
あ
っ

た
場
合
は
支
払
う
義
務
が
あ

り
ま
す
。

る
具
体
的
条
件
と
し
て
、
①

相
殺
（
カ
ッ
ト
）
は
、
過
払

い
の
あ
っ
た
時
期
と
賃
金
の

清
算
調
整
の
実
を
失
わ
な
い

程
度
に
合
理
的
に
密
着
し
た

時
期
に
お
い
て
な
さ
れ
る
こ

と
②
あ
ら
か
じ
め
労
働
者
に

そ
の
こ
と
が
予
告
さ
れ
る
と

か
、
そ
の
額
が
多
額
に
渡
ら

な
い
と
か
、
要
は
労
働
者
の

経
済
生
活
の
安
定
を
お
び
や

か
す
お
そ
れ
の
な
い
場
合
で

あ
る
こ
と
―
―
の
二
つ
を
示

し
て
い
ま
す
。

　

支
払
っ
た
側
の
過
失
の
程

度
や
返
済
方
法
に
つ
い
て
考

慮
し
、
無
理
の
な
い
額
、
返

済
方
法
を
考
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

全
額
払
原
則

　

労
基
法
は
、
賃
金
が
毎
月

確
実
に
職
員
本
人
の
手
に
渡

る
よ
う
に
、
賃
金
の
支
払
に

関
す
る
原
則
を
定
め
て
お

り
、
そ
の
ひ
と
つ
に
全
額
払

い
の
原
則
が
あ
り
ま
す
。

　

全
額
払
い
の
原
則
と
は
、

職
員
が
受
け
取
る
べ
き
賃
金

に
つ
い
て
は
、
そ
の
全
額
を

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
例
外
は
法
令
に
別
段
の
定

め
が
あ
る
場
合
な
ど
）

　

し
た
が
っ
て
、
不
足
額
の

清
算
は
、
次
回
の
給
料
で
す

る
の
で
な
く
、
直
ち
に
支
払

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

（
社
労
士
・
桂
好
志
郎
）

　

労
基
法
で
も
「
過
払
い
と

な
っ
た
前
月
分
賃
金
を
当
月

分
の
賃
金
で
清
算
す
る
程
度

は
、
賃
金
そ
れ
自
体
の
計
算

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
違
反
に
な
ら
な
い
」
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
最
高
裁
判
決
は
、
か

か
る
賃
金
控
除
が
認
め
ら
れ

第６回 過払いと不足

過払いの給与は返還
させることが可能　

イラスト・辻井タカヒロ

　　雇用　　雇用
トラブルトラブル

社労士が解決！

身近な

１．臼歯部のう蝕 ２．歯冠形成

３．金属冠の調整 ４．装着


